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森下仁丹株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：駒村純一）は、2016年12月5日（月）・6日（火）

の2日間で国立京都国際会館（京都市左京区）にて開催される「日本抗加齢協会 第1回学術フォーラム」に

参加し、シンポジウム発表・一般演題発表・ブース出展をいたします。 

今回の学術フォーラムでは、産学協創による機能性表示食品を議論するシンポジウムに当社社長の駒村

が登壇し、機能性表示食品制度への期待と課題について講演するほか、食品によるメタボ克服を考えるシ

ンポジウムや一般演題発表の場では、当社社員が機能性表示食品素材の研究成果を発表いたします。ま

た出展ブースでは、当社のサプリメントブランド「ヘルスエイド®」より、「ビフィーナ
®」をはじめとした機能性表

示食品を展示しご紹介いたします。 

 

  

会 期 ：2016年12月5日（月）・6日（火） 

会 場 ：国立京都国際会館 アネックスホール（京都市左京区岩倉大鷺町422番地） 

テーマ ：産学協創で目指すアンチエイジングライフ 

会 長 ：吉川 敏一（日本抗加齢協会理事長・京都府立医科大学 学長） 

主 催 ：特定非営利活動法人日本抗加齢協会 

 

報道関係各位 

2016年 11月 30日 

森下仁丹株式会社 

 シンポジウム・一般演題発表・ブース出展 
 

シンポジウムで当社社長 駒村純一が「機能性表示食品制度への期待と課題」を講演 

【日時】2016年12月5日（月）・6日（火） 【場所】国立京都国際会館（京都市左京区） 

 

産・学・官が結集した注目の研究成果・技術・製品を紹介する学術フォーラム 

≪日本抗加齢協会 第１回学術フォーラム≫ 

■ 産学協創による機能性表示食品を議論するシンポジウムに、当社社長の駒村純一が登壇 
12月5日(月) 14：10 ～14：20 「機能性表示食品制度への期待と課題 ～産学協創で切り開く～」 

    

■ 食品によるメタボ克服を考えるシンポジウムに、当社研究開発統括本部本部長の田中幸雅が登壇 

12月5日(月） 15：40 ～15：50 「機能性表示食品素材“ローズヒップ”の体脂肪低減作用」   

■ 一般演題発表 
12月5日（月）12:50 ～13:40  

「ローズヒップエキスおよびtilirosideの脂質代謝促進作用」 

12月6日（火）13:10 ～14:00 

「サラシア属植物抽出物の安全性 ～医薬品との相互作用を中心に～」 

「ビフィズス菌含有耐酸性シームレスカプセルの有用性：整腸作用および透析患者における血中リン値低下作用」 
 

 

 

 

 

■ ブース出展（ブース番号：⑥） 
   「ヘルスエイド®」シリーズから機能性表示食品「ビフィーナ®」「ローズヒップ」「サラシア」などの当社商品を展示 

 

 
 

 

＜日本抗加齢協会 第1回学術フォーラム 開催概要＞  

K」開催概要 

 

※参加プログラム詳細につきましては次頁をご覧ください。 

 

森下仁丹 参加プログラム 



 

 

 

 

 

参加プログラム詳細（日程順）                                                

●【第1日目】 12月5日（月）  

シンポジウム2 13:50～15:10「産学協創で機能性表示食品を育てるには、何をすべきか？」  

座長： 森下 竜一（大阪大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学教授） 

座長： 堀江 重郎（順天堂大学大学院医学研究科泌尿器外科学教授） 

Keynote Lecture 13:50～14:10「機能性表示食品の現状と将来展望」  

演者： 赤﨑 暢彦（消費者庁食品表示企画課長） 

講演1 14:10～14:20「機能性表示食品制度への期待と課題 ～産学協創で切り開く～」 

駒村 純一（森下仁丹株式会社 代表取締役社長） 

講演2 14:20～14:30「企業における機能性表示制度食品の実際」 

     宮島 和美（株式会社ファンケル 代表取締役社長） 

講演3 14:30～14:40「産学協創で機能性表示食品を育てるには、何をすべきか？  

      ジュネジャ・レカ・ラジュ（ロート製薬株式会社 取締役副社長） 
 

シンポジウム3 15:20～16:20「メタボ克服に挑む～食品からの挑戦～」 

座長： 尾池 雄一(熊本大学大学院生命科学研究部代謝・循環医学講座分子遺伝学分野教授) 

座長： 福井 道明（京都府立医科大学大学院医学研究科内分泌・代謝内科学教授） 

Keynote Lecture 15:20～15:40「アンチAGEからアンチメタボを考える」 

   演者：山岸 昌一（久留米大学医学部糖尿病性血管合併症病態治療学教授） 

講演1 15:40～15:50「機能性表示食品素材“ローズヒップ”の体脂肪低減作用」 

田中 幸雅（森下仁丹株式会社研究開発統括本部本部長） 

講演2 15:50～16:00「カネカ・グラボノイドの生理作用」 

    藤井 健志（カネカQOL事業部幹部職） 

講演3 16:00～16:10「ラクトフェリンの内臓脂肪低減作用と作用機序解析」  

村越 倫明（ライオン株式会社生命科学研究所長） 

講演4 16:10～16:20「追記糖と脂肪の吸収を抑える「カロリミット」シリーズの開発」 

北野 嶺（株式会社ファンケル総合研究所機能性食品研究所） 

一般演題（ポスター発表）  

12:50～13:40 【P-05】「ローズヒップエキスおよびtilirosideの脂質代謝促進作用」 

 

●【第2日目】 12月6日（火） 
 

一般演題（ポスター発表）  

13:10～14:00  

【P-07】「サラシア属植物抽出物の安全性 ～医薬品との相互作用を中心に～」 

【P-08】「ビフィズス菌含有耐酸性シームレスカプセルの有用性：整腸作用および透析患者における血中リン値低下作用」 


